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環境省廃棄物・リサイクル対策部企画課

循環型社会推進室

循－０１

○ 岩手県、宮城県では、目標である平成平成平成平成26262626年３月末までの処理完了年３月末までの処理完了年３月末までの処理完了年３月末までの処理完了に向けに向けに向けに向け、

できるだけ早期の処理完了を目指し、着実な処理を推進早期の処理完了を目指し、着実な処理を推進早期の処理完了を目指し、着実な処理を推進早期の処理完了を目指し、着実な処理を推進。

○ 福島県については、国の直轄処理・代行処理を加速化福島県については、国の直轄処理・代行処理を加速化福島県については、国の直轄処理・代行処理を加速化福島県については、国の直轄処理・代行処理を加速化。

H23.5.21

災害廃棄災害廃棄災害廃棄災害廃棄

物等推計物等推計物等推計物等推計

量量量量((((万ｔ万ｔ万ｔ万ｔ))))

災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物災害廃棄物 津波堆積物津波堆積物津波堆積物津波堆積物

仮置場仮置場仮置場仮置場

設置数設置数設置数設置数推計量推計量推計量推計量

((((万万万万tttt)

処理処理処理処理

推計量推計量推計量推計量

((((万万万万t)t)t)t)

処理処理処理処理

量量量量((((万万万万ｔｔｔｔ))))

割合割合割合割合

(%)(%)(%)(%)

中間中間中間中間

目標目標目標目標

(%)(%)(%)(%)

量量量量((((万万万万ｔｔｔｔ)))) 割合割合割合割合(%)(%)(%)(%)

中間中間中間中間

目標目標目標目標(%)(%)(%)(%)

岩手県 525 366 180 49 58 159 24 15 50 54

宮城県 1,733 1,046 676 65 59 688 292 43 40 88

福島県 331 170 68 40 － 161 3 2 － 30

合計合計合計合計 2,5902,5902,5902,590 1,5821,5821,5821,582 924924924924 58585858 －－－－ 1,0091,0091,0091,009 319319319319 32323232 －－－－ 172172172172

※福島県の汚染廃棄物対策地域（国直轄処理地域）を除く。

災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況（（（（平成平成平成平成25年年年年３３３３月末現在月末現在月末現在月末現在））））

循－０２

処理完了による仮置場解消事例

（岩手県大船渡市）

H23.5.21

H25.3.15

福島県相馬市仮設焼却炉

岩手県陸前高田市津波堆積物処理施設

災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況災害廃棄物の処理状況

循－０３

○ 公共事業における災害廃棄物由

来の再生資材を活用。

○ 津波堆積物の処理計画に基づき、

再生利用先の確保を推進。

○ 引き続き、国、被災県・市町村にお

いて、災害廃棄物由来の再生資材

の活用先及び保管先の確保が必要。

事業事業事業事業 再生資材再生資材再生資材再生資材

利用量利用量利用量利用量(万ﾄﾝ万ﾄﾝ万ﾄﾝ万ﾄﾝ)

（予定含む）（予定含む）（予定含む）（予定含む）

岩

手

県

海岸・河川堤防復旧事業
コンクリートくず 28

海岸防災林復旧事業

津波堆積物

コンクリートくず

20

圃場整備事業

津波堆積物

コンクリートくず

17

公園整備事業
津波堆積物

１

漁港復旧事業
コンクリートくず 6

その他事業

津波堆積物

コンクリートくず

55

宮

城

県

海岸・河川堤防復旧事業

津波堆積物

コンクリートくず

45

海岸防災林復旧事業

津波堆積物

コンクリートくず

82

公園整備事業

津波堆積物

コンクリートくず等

180

漁港復旧事業
コンクリートくず 29

仮置場造成事業
コンクリートくず 75

その他事業

津波堆積物

コンクリートくず

113

福

島

県

海岸・河川堤防復旧事業
コンクリートくず 9

災害廃棄物由来の再生資材を利用

している主な公共事業

災害廃棄物の再生利用の促進災害廃棄物の再生利用の促進災害廃棄物の再生利用の促進災害廃棄物の再生利用の促進

循－０４

災害廃棄物を処理するための取組災害廃棄物を処理するための取組

○被災地域内の処理・再生利用を進め、早期の復旧復興に向けて処理を加速化する

ため、被災地以外での広域処理を１都１府１４県で積極的に推進。

○最終目標である平成26年３月末の処理完了に向けて着実に処理が進捗。

受入先受入先受入先受入先

青森県 八戸市(民間)、東通村(民間)、六ヶ所村、三戸町

(民間)、東北町及び六ヶ所村(民間)

秋田県 大仙美郷環境事業組合、秋田市、湯沢雄勝広域

市町村圏組合、横手市、仙北市、由利本荘市、秋

田県環境保全センター

山形県 村山市(民間)、寒河江市(民間)、村山市(民間)、中

山町(民間)、川西町(民間)、米沢市、米沢市(民間)、

最上町(民間)、山形市(民間)、酒田市及び酒田地

区広域行政組合

東根市及び東根市外二市一町共立衛生処理組合

福島県 喜多方市(民間)、いわき市(民間)

茨城県 古河市(民間)、ｴｺﾌﾛﾝﾃｨｱかさま、笠間市（民間）

栃木県 壬生町

受入先受入先受入先受入先

群馬県 吾妻東部衛生施設組合、桐生市、前橋市

埼玉県 熊谷市、日高市、横瀬町(全て民間)

東京都 二十三区清掃一部事務組合、西多摩衛生組合、

日野市、多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ環境組合、柳泉園組合、

多摩川衛生組合、町田市、八王子市、民間

新潟県 三条市、柏崎市、長岡市

富山県 高岡市

石川県 金沢市、輪島市

福井県 敦賀市、高浜町

静岡県 島田市、裾野市、浜松市、富士市、静岡市

大阪府 大阪市

福岡県 北九州市

受入先受入先受入先受入先

東京都 -

神奈川県 -

富山県 新川広域圏事務組合、富山地区広域圏事務組合

●本格受入を表明済の自治体（既に広域処理調整済のところを除く。）

●広域処理調整済の自治体（実施済み、実施中、又は受入量決定済み）

循－０５

我が国の循環型社会形成の進展状況我が国の循環型社会形成の進展状況我が国の循環型社会形成の進展状況我が国の循環型社会形成の進展状況 （最近（最近（最近（最近10年間）年間）年間）年間）

6

資源生産性資源生産性資源生産性資源生産性

（GDP／天然資源投入量）

循環利用率循環利用率循環利用率循環利用率

（循環利用量／（循環利用量＋天然資源等投入量））

最終処分量最終処分量最終処分量最終処分量

・分母となる天然資源等投入量のうち、土石資源投入量土石資源投入量土石資源投入量土石資源投入量

は半減しているが、金属資源投入量は横ばいは半減しているが、金属資源投入量は横ばいは半減しているが、金属資源投入量は横ばいは半減しているが、金属資源投入量は横ばい

・順調に上昇しているのは、土石資源の減少が要因

・ワンウェイのペットボトルの販売量が増加する一方で、ワンウェイのペットボトルの販売量が増加する一方で、ワンウェイのペットボトルの販売量が増加する一方で、ワンウェイのペットボトルの販売量が増加する一方で、

リターナブルびんの使用量は減少リターナブルびんの使用量は減少リターナブルびんの使用量は減少リターナブルびんの使用量は減少

・順調に上昇しているが、一方で廃棄物の発生量はほぼ順調に上昇しているが、一方で廃棄物の発生量はほぼ順調に上昇しているが、一方で廃棄物の発生量はほぼ順調に上昇しているが、一方で廃棄物の発生量はほぼ

横ばい横ばい横ばい横ばい

・循環資源（鉄スクラップ、古紙など）の輸出量が増加循環資源（鉄スクラップ、古紙など）の輸出量が増加循環資源（鉄スクラップ、古紙など）の輸出量が増加循環資源（鉄スクラップ、古紙など）の輸出量が増加

・枯渇性資源である金属資源の３Ｒに係る取組はいまだ枯渇性資源である金属資源の３Ｒに係る取組はいまだ枯渇性資源である金属資源の３Ｒに係る取組はいまだ枯渇性資源である金属資源の３Ｒに係る取組はいまだ

不十分不十分不十分不十分

・我が国の大きな課題であったが、大幅に削減我が国の大きな課題であったが、大幅に削減我が国の大きな課題であったが、大幅に削減我が国の大きな課題であったが、大幅に削減

・大規模災害発生時の円滑な処理体制の必要性大規模災害発生時の円滑な処理体制の必要性大規模災害発生時の円滑な処理体制の必要性大規模災害発生時の円滑な処理体制の必要性、316市市市市

町村が最終処分場を有していないことから、最終処分場町村が最終処分場を有していないことから、最終処分場町村が最終処分場を有していないことから、最終処分場町村が最終処分場を有していないことから、最終処分場

の確保は依然として強く求められる状況の確保は依然として強く求められる状況の確保は依然として強く求められる状況の確保は依然として強く求められる状況

指標数値から見た循環型社会指標数値から見た循環型社会指標数値から見た循環型社会指標数値から見た循環型社会

循－０６循－０６循－０６循－０６



平成12年度 平成22年度

（注）含水等：廃棄物等の含水等（汚泥、家畜ふん尿、し尿、廃酸、廃アルカリ）及び経済活動に伴う土砂等の随伴投入（鉱業、建設業、上水道業の汚泥及び鉱業の鉱さい）

輸出（120）

最終処分

（56）

輸入製品（48）

食料消費（97）

（単位：百万トン）

蓄積純増（1,110）

自然還元（85）

減量化（241）

施肥（16）

エネルギー消費及び

工業プロセス排出（500）

廃棄物等

の発生

（595）

国内資源

（1,125）

輸入

（800）

総物質

投入量

（2,138）

輸入資源

（752）

含水等

（注）

（299）

天然資源等

投入量

（1,925）

循環利用量（213）

我が国における物質フロー

循－０７循－０７循－０７循－０７

リサイクルだけが進んでも･･････。リサイクルだけが進んでも･･････。リサイクルだけが進んでも･･････。リサイクルだけが進んでも･･････。

大量生産・大量リサイクル社会（出典 京エコロジーセンター）

循－０８循－０８循－０８循－０８

２Ｒとは･･････。２Ｒとは･･････。２Ｒとは･･････。２Ｒとは･･････。

○ ３Ｒのうち、リサイクルに比べて優先順位が高いものの取組

が遅れているリデュース、リユースを「２Ｒ」としてまとめて呼称

しているもの。

○ リデュースリデュースリデュースリデュースは、廃棄物等の発生を抑制すること。廃棄物等廃棄物等廃棄物等廃棄物等

は、資源として利用する場合でも少なからず環境への負荷をは、資源として利用する場合でも少なからず環境への負荷をは、資源として利用する場合でも少なからず環境への負荷をは、資源として利用する場合でも少なからず環境への負荷を

生じさせる生じさせる生じさせる生じさせることから、これを発生させないことが最も効果的発生させないことが最も効果的発生させないことが最も効果的発生させないことが最も効果的とな

る。

○○○○ リユースリユースリユースリユースは、いったん使用された製品等を再び使用すること。

形状を維持したまま使用することから、リサイクルに比べ、一形状を維持したまま使用することから、リサイクルに比べ、一形状を維持したまま使用することから、リサイクルに比べ、一形状を維持したまま使用することから、リサイクルに比べ、一

般的に資源の滅失が少なく、また、その過程から発生する廃般的に資源の滅失が少なく、また、その過程から発生する廃般的に資源の滅失が少なく、また、その過程から発生する廃般的に資源の滅失が少なく、また、その過程から発生する廃

棄物等の量も少ない棄物等の量も少ない棄物等の量も少ない棄物等の量も少ない。

循－０９循－０９循－０９循－０９

２Ｒ（リデュース・リユース）の推進２Ｒ（リデュース・リユース）の推進２Ｒ（リデュース・リユース）の推進２Ｒ（リデュース・リユース）の推進

☑ 国民・事業者が行うべき２２２２R（リデュース・リユース）の取組を制度的に（リデュース・リユース）の取組を制度的に（リデュース・リユース）の取組を制度的に（リデュース・リユース）の取組を制度的に

位置付けることを検討位置付けることを検討位置付けることを検討位置付けることを検討。

☑ リユース事業者の法令遵守体制の徹底など消費者が安心してリスー消費者が安心してリスー消費者が安心してリスー消費者が安心してリスー

ス品を利用できるような環境を整備ス品を利用できるような環境を整備ス品を利用できるような環境を整備ス品を利用できるような環境を整備

☑ リサイクルも含めて、事業者や消費者が実際に取り組むことができる事業者や消費者が実際に取り組むことができる事業者や消費者が実際に取り組むことができる事業者や消費者が実際に取り組むことができる

３３３３R行動とその効果をわかりやすく情報提供行動とその効果をわかりやすく情報提供行動とその効果をわかりやすく情報提供行動とその効果をわかりやすく情報提供

３R行動の環境負荷削減効果の見える化

循－１０循－１０循－１０循－１０

主な金属の地上資源と地下資源の推計量

（％値は地上資源比率）

資源は、鉱山だけに眠っているわけじゃない資源は、鉱山だけに眠っているわけじゃない資源は、鉱山だけに眠っているわけじゃない資源は、鉱山だけに眠っているわけじゃない

循－１１循－１１循－１１循－１１

世界の銅（地金）消費量と銅価格（ドル）の推移

金属資源の価格は高騰金属資源の価格は高騰金属資源の価格は高騰金属資源の価格は高騰

循－１２循－１２循－１２循－１２



～ＵＮＥＰが設立した国際パネルのレポート～

○ これまで世界の経済成長は安価な資源価格により支えられて

きたものの、近年の資源価格は逆に上昇しており、今後はより効

率的に資源を利用するため、システム・技術の革新を速やか

に成し遂げる必要がある。

○ 金属資源の可採年数は、鉄鉱石66年、銅鉱石40年、鉛鉱21

年、亜鉛鉱21年（米国地質調査所）。

○ 鉄鉱石の可採年数は、 1990年時点の166年から、2010年時

点には66年になっており、この20年間で約１／３に減少。

限りある金属資源限りある金属資源限りある金属資源限りある金属資源

循－１３循－１３循－１３循－１３

希少金属のリサイクル希少金属のリサイクル希少金属のリサイクル希少金属のリサイクル

金属資源の採掘時には、樹木の伐採、重金属の不適切な処理による水質汚金属資源の採掘時には、樹木の伐採、重金属の不適切な処理による水質汚金属資源の採掘時には、樹木の伐採、重金属の不適切な処理による水質汚金属資源の採掘時には、樹木の伐採、重金属の不適切な処理による水質汚

濁など、様々な環境影響を及ぼすおそれ濁など、様々な環境影響を及ぼすおそれ濁など、様々な環境影響を及ぼすおそれ濁など、様々な環境影響を及ぼすおそれ。

プラチナや金などの希少金属は、例え製品中にはわずかしか使われていない

としても、採掘現場ではその何十万倍もの採掘資源を掘り起こしてる。

１１１１gの金属資源を採取するのに必要な物質総量の金属資源を採取するのに必要な物質総量の金属資源を採取するのに必要な物質総量の金属資源を採取するのに必要な物質総量は、鉄が約８鉄が約８鉄が約８鉄が約８gなのに対し、銅銅銅銅

は約は約は約は約360g、プラチナは約プラチナは約プラチナは約プラチナは約520kg、金は約金は約金は約金は約1.1t。

希少金属のリサイクルは、我が国における資源確保だけではなく、地球規模我が国における資源確保だけではなく、地球規模我が国における資源確保だけではなく、地球規模我が国における資源確保だけではなく、地球規模

での環境保全につながるでの環境保全につながるでの環境保全につながるでの環境保全につながる。
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循環資源の利用の高度化循環資源の利用の高度化循環資源の利用の高度化循環資源の利用の高度化

☑ 平成25年度から新たに始まる小型家電リサイクル制度の参加・回収率の小型家電リサイクル制度の参加・回収率の小型家電リサイクル制度の参加・回収率の小型家電リサイクル制度の参加・回収率の

向上を目指向上を目指向上を目指向上を目指し、①地方公共団体等の支援地方公共団体等の支援地方公共団体等の支援地方公共団体等の支援、②普及啓発普及啓発普及啓発普及啓発、③各主体の連携促各主体の連携促各主体の連携促各主体の連携促

進進進進を実施。

☑ 使用済製品を原料として同一の種類の製品を製造する高度で高付加価高度で高付加価高度で高付加価高度で高付加価

値な水平リサイクルなどの普及に向けた技術開発値な水平リサイクルなどの普及に向けた技術開発値な水平リサイクルなどの普及に向けた技術開発値な水平リサイクルなどの普及に向けた技術開発

フレーク

ペット樹脂

☑ レアメタル等の回収量の確保やリサイクルの効率性の向上に向けた取組

を進める。

回収

一般的なリサイクル 水平リサイクル
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世界の廃棄物発生量の推定と将来予測に関する研究（田中勝）資料
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（億トン）

アジア ヨーロッパ 北アメリカ 南アメリカ アフリカ オセアニア

2025年：

約148.7億トン

2050年：

約223.1億トン

2010年：

約104.7億トン

世界の廃棄物問題世界の廃棄物問題世界の廃棄物問題世界の廃棄物問題

○ アジアを中心とした経済成長と人口増加に伴って、世界的に廃棄物の発

生量が増大。世界全体の廃棄物発生量は、2050年には2000年の2倍以上と

なる見通し。
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被覆ケーブルを焼いて、銅線を回

収している『野焼き』の様子

野積みされたごみの中を裸足で

有価物を回収する人

出典：（財）日本産業廃棄物処理振興センター資料

世界の廃棄物問題②世界の廃棄物問題②世界の廃棄物問題②世界の廃棄物問題②

○ 途上国では、廃棄物処理やリサイクルに伴い、環境汚染が発生している

事例が報告。
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３Ｒ・廃棄物対策における関係各国との密接な連携３Ｒ・廃棄物対策における関係各国との密接な連携３Ｒ・廃棄物対策における関係各国との密接な連携３Ｒ・廃棄物対策における関係各国との密接な連携

中中中中 国国国国

・2007年より日中廃棄物・リサイクル政策対話を実施

・2009年6月、日中環境大臣間で、川崎-瀋陽の「環境にやさしい都
市」協力に関する覚書締結

韓韓韓韓 国国国国

・2006年より日韓廃棄物・リサイクル政策対話を実施

バングラデシュバングラデシュバングラデシュバングラデシュ

・2006年から、3R国家戦略策定支援を実施

・2010年12月に国家戦略が策定

カンボジアカンボジアカンボジアカンボジア

・2006年から、3R国家戦略策定支援を実施

マレーシアマレーシアマレーシアマレーシア

・2010年から、食品廃棄物管理に関する戦略計画策定支援を実施

シンガポールシンガポールシンガポールシンガポール

・2010年7月環境大臣政務官とシンガポール環境庁CEO間でLOI(基本合意

書)署名

ベトナムベトナムベトナムベトナム

・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施

・2009年12月に国家戦略が策定

フィリピンフィリピンフィリピンフィリピン

・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施

タイタイタイタイ

・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施

インドネシアインドネシアインドネシアインドネシア

・2005年から、3R国家戦略策定支援を実施

・3R国家戦略最終案が政府承認手続き中

・2010年10月24日 両国環境大臣間で「固形廃棄物、有害・

毒性廃棄物管理分野における協力覚書（MOC）」を締結

循－１８循－１８循－１８循－１８



☑ 我が国とつながりの深いアジア各国において循環型社会が形成アジア各国において循環型社会が形成アジア各国において循環型社会が形成アジア各国において循環型社会が形成される

よう、アジア３Ｒ推進フォーラムなどを通じて、情報共有や合意形成を推進アジア３Ｒ推進フォーラムなどを通じて、情報共有や合意形成を推進アジア３Ｒ推進フォーラムなどを通じて、情報共有や合意形成を推進アジア３Ｒ推進フォーラムなどを通じて、情報共有や合意形成を推進

する。

☑ アジア各国に適合した廃棄物・リサイクル制度が定着アジア各国に適合した廃棄物・リサイクル制度が定着アジア各国に適合した廃棄物・リサイクル制度が定着アジア各国に適合した廃棄物・リサイクル制度が定着するよう、３Ｒ国家３Ｒ国家３Ｒ国家３Ｒ国家

戦略等策定支援、法制度整備、専門家の派遣、研修生の受入拡大戦略等策定支援、法制度整備、専門家の派遣、研修生の受入拡大戦略等策定支援、法制度整備、専門家の派遣、研修生の受入拡大戦略等策定支援、法制度整備、専門家の派遣、研修生の受入拡大を図る。

☑ アジア各国における廃棄物・リサイクル技術向上と我が国経済の発展に

資するため、我が国循環産業（廃棄物・リサイクル産業）の海外展開を支我が国循環産業（廃棄物・リサイクル産業）の海外展開を支我が国循環産業（廃棄物・リサイクル産業）の海外展開を支我が国循環産業（廃棄物・リサイクル産業）の海外展開を支

援援援援する。

３Ｒ国際協力の推進３Ｒ国際協力の推進３Ｒ国際協力の推進３Ｒ国際協力の推進

アジア３Ｒ推進フォーラムアジア３Ｒ推進フォーラムアジア３Ｒ推進フォーラムアジア３Ｒ推進フォーラム
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